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図面全 葉の1 1

＜階段側拡幅＞　
　・標準断面図、平面図
　・階段部数量拾い図

道路第〇号 二荒坂線ほか道路改良工事
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・踏面   W=30cm
・けあげ H=16cm
(新潟県福祉のまちづくり条例整備マニュアルより)

階段再築

標準断面図 S=1:50

正面図 S=1:50

階段部数量拾い図 S=1:100

転落防止柵 L=5m
　※堆雪仕様
　※ﾋﾞｰﾑ４列
　※手すり兼用

＜階段側拡幅＞

・表層⑦As                t=5cm
・上層路盤 M-40           t=10cm
・下層路盤 ARC-40(RC混合) t=15cm
・埋め戻し(ARC-40(RC混合))

・敷きモル t=2cm
・基礎Co   t=10cm、W=160cm
・基礎砕石 t=10cm、W=160cm

土工等数量拾い図 S=1:100

消雪パイ布設は、
本線工事で行う。
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ΔW=1.8m

階段再築

ΔW=1.8m

階段
　Co A=3.9㎡

ΔW=1.8m

階段側面
　Co A=4.15㎡
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＜階段＞
　・Co 　　　3.9㎡×0.75m=2.93m3
  ・型枠 　　6.6m×0.75m=4.95m2
　・基礎砕石 4.96m×0.75m=3.72m2

＜階段側面＞
　・Co    　　4.15㎡×0.5m×2組=4.15m3
　・型枠  　　4.15㎡×2面×2組=16.60m2
　・基礎砕石  4.96m×(0.5m+0.1m)×2組=5.95m2
    ※0.1m:基礎砕石の幅余裕幅

・床堀　　　　　         A=0.80㎡
・埋め戻し　　           A=0.32㎡
・舗装剥ぎ取り(1次)      W=2.5m
・Co取り壊し             A=1.72m2
・路盤　　　　　　　　　 W=4.52m
・不陸整正(補充材なし)   W=4.52m
・本舗装　　　　　       W=4.52m
・Gr-C3-2B               L=4.0m
・ｻｲﾄﾞｶﾞｰﾄﾞ500-1500-2000 L=4.0m
・ｻｲﾄﾞｶﾞｰﾄﾞ500-1500-1000 L=1.0m

ΣW=4.96m
基礎砕石 t=10cm
※既設Coの厚みにより幅の変更あり

ΣW=4.96m
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※既設Coの厚みにより幅の変更あり

ΣW=4.96m
基礎砕石 t=10cm
※既設Coの厚みにより幅の変更あり

CO打設
※現場精査の結果により
　数量を確定する

既設階段
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ｻｲﾄﾞｶﾞｰﾄﾞ500*1500


